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平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果・分析と今後の取組について 
大台町教育委員会  

平成３０年１０月 

 

本年４月に小学校第６学年及び中学校第３学年を対象に実施された「全国学力・学習

状況調査」の結果が、７月３１日に文部科学省から公表されました。 

調査結果や本町における児童生徒の学力の定着状況、学習状況、生活習慣等の分析結

果、今後の取組を以下のとおりまとめました。 

調査結果の取扱いについては、文部科学省が示す実施要領における「（５）調査結果

の取扱いに関する配慮事項等」をご覧ください。 

なお、本町からのこの調査への参加者は、小学校４校８１名、中学校２校６７名です。 

 

１ 教科に関する調査の結果・分析 

  ※結果の分析は、平均正答率が全国平均正答率と比較し、５％以上のも

のを「強み」と捉え、５％以下のものを「弱み」として捉え記述しま

した。全国と比べて理解されているかどうかという観点で記述しまし

た。 

 

（１） 本町における特徴的な傾向 

＜小学校国語Ａ＞ 

○強み 

 ・問題８エ：文の中で漢字を使う（かん理） 

                     平均正答率：70.4％（全国：65.0％） 

  →学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使えています。 

 

  ○弱み 

   ・問題３：【オムレツを作ったあとの感想】を踏まえ、【オムレツのページ】をどの

ように読めばよいか、適切なものを選択する 

                    平均正答率：66.7％（全国：73.9％） 

 →目的に応じて必要な情報を捉えることができていません。 

   

  ■全体の傾向から見られる課題等 

① 学習指導要領の領域及び評価の観点から見て、特に「書くこと」に関しては

全国と比較して力がついています。また、「話すこと・聞くこと」「伝統的な言

語文化と国語の特質に関する事項」についても、全国よりやや上の力を示して

います。 

② 学習指導要領の領域及び評価の観点から見て、「読むこと」については課題が

あります。読解力をつけていく必要があります。 

③ 国語Ａ問題は、全国平均と同等の力を示しています。 
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＜小学校国語Ｂ＞ 

○強み 

 ・問題２二：【おすすめする文章】についての   に、むし歯をふせぐ効果につい

て、【保健室の先生の話から分かったこと】を取り入れて詳しく書く 

                     平均正答率：22.2％（全国：13.5％） 

  →目的や意図に応じ、内容の中心を明確にして、詳しく書けている児童が全国よ

りも多くいます。 

  

○弱み 

 ・問題１二：【話し合いの様子の一部】における司会の発言の役割として、適切なも

のを選択する  

                     平均正答率：71.6％（全国：77.5％） 

  →計画的に話し合うために、司会の役割について捉えることができていません。 

 ・問題２一：「かみかみあえ」についての【おすすめする文章】の最初の部分に 

          のように書いた理由として適切なものを選択する 

                     平均正答率：50.6％（全国：57.6％） 

→目的や意図に応じて、文章全体の構成の効果を考えることができていません。 

 ・問題２三：【紹介する文章】を基にして【おすすめする文章】を書くときの工夫と

して適切なものを選択する 

                     平均正答率：61.7％（全国：70.8％） 

→推薦するためには、他のものと比較して書くことで、よさが伝わることが捉え

られていません。 

 

■全体の傾向から見られる課題 

 ① 学習指導要領の領域や評価の観点から見て、Ｂ問題では「読むこと」について

は全国と同等の力はついています。しかし、「話すこと・聞くこと」「書くこと」

についてはもう少し力をつける必要があります。評価の観点から見た「国語への

関心・意欲・態度」については、高い数値を示しており。国語に取り組む意欲等

はあると考えられます。 

 ② 国語Ｂ問題は、全国よりやや低い状況を示しています。 

 

＜小学校算数Ａ＞ 

  ○弱み 
   ・問題１（２）：針金０．４ｍと、０．４ｍの重さの６０ｇと、１ｍの重さが、それ

ぞれ数直線上のどこに当てはまるかを選ぶ 
                       平均正答率：56.8％（全国：66.7％） 
    →１に当たる大きさを求める問題場面における数量の関係を理解し、数直線上に

表すことができていません。 
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   ・問題１（３）：針金１ｍの重さを求める式を選ぶ 
                       平均正答率：58.0％（全国：65.3％） 
    →1 に当たる大きさを求める問題では、除数が小数である場合でも除法を用いる

ことが理解されていません。 
   ・問題４（２）：ウとエの二つのシートの混み具合を比べる式の意味について、正し

いものを選ぶ 
                       平均正答率：44.4％（全国：50.1％） 
    →単位量当たりの大きさを求める除法の式と商の意味が理解されていません。 
   ・問題５（２）：分度器の目盛りを読み、１８０°よりも大きい角の大きさを求める 
                       平均正答率：44.4％（全国：58.5％） 
    →１８０°や３６０°を基に分度器を用いて、１８０°よりも大きい角の大きさ

を求めることができていません。 

 ・問題７（１）：円周率を求める式として正しいものを選ぶ 

                     平均正答率：30.9％（全国：41.6％） 

  →円周率の意味について理解できていません。 

 ・問題７（２）：円の直径の長さが２倍になったとき、円周の長さが何倍になるかを

選ぶ 

                     平均正答率：46.9％（全国：55.6％） 

  →直径の長さと円周の長さの関係について理解されていません。 

 

■全体の傾向から見られる課題等 

 ① 学習指導要領の領域から見て、「数と計算」「量と測定」「数量関係」については

やや低い状況です。「図形」については、力をつけていかなければなりません。 

 ② 評価の観点から言えば、「数量や図形についての技能」が劣ります。 

③ 算数Ａについては全国より低く、力をつけていく必要があります。 

 

＜小学校算数Ｂ＞ 

○弱み 

 ・問題１（１）：合同な正三角形で敷き詰められた模様の中から見いだすことができ

る図形として、正しいものを選ぶ 
                       平均正答率：63.4％（全国：71.7％） 

  →合同な正三角形で敷き詰められた模様の中から、条件に合う図形を見いだすこ

とができていません。 

 ・問題２（１）：全体で使える時間の中で、「ルールの説明」に使える時間は何分か

を書く 

                     平均正答率：61.0％（全国：70.5％） 

→示された情報を解釈し、条件に合う時間を求めることができていません。 
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 ・問題３（２）：一つの事柄について表した棒グラフと帯グラフから読み取ることが

できることをまとめた文章に当てはまるものを選ぶ 

                     平均正答率：18.3％（全国：23.9％） 

  →棒グラフと帯グラフから読み取ることができることを、適切に判断できていま

せん。 

 ・問題４（１）：「３２，４０」の二つの数の和が９の段の数になるわけを、分配法

則を用いた式に表す 

                     平均正答率：51.2％（全国：62.7％） 

  →示され考えを解釈し、条件を変更して数量の関係を考察し、分配法則の式に表

現することができていません。 

 ・問題４（２）：横に並んでいる七つの数について、示された表現方法を適用して書

く 

                     平均正答率：53.7％（全国：59.5％） 

  →示された考えを解釈し、条件を変更して考察した数量の関係を、表現方法を 

適用して記述できていません。 

   ・問題５（１）：横の長さが７ｍの黒板に輪かざりをつけるために必要な折り紙の枚

数が、１００枚あれば足りるわけを書く 

                       平均正答率：37.8％（全国：43.2％） 

    →折り紙の枚数が１００枚あれば足りる理由を、示された数量を関連付け根拠を

明確にして記述できていません。 

   ・問題５（２）：４色を順に繰り返してつなげ、輪かざり１本を作ったときの、３０

個目の折り紙の輪の色を選ぶ 

                       平均正答率：58.5％（全国：66.5％） 

    →折り紙の輪の色の規則性を解釈し、それを基に条件に合う色を判断することが

できていません。 

 

■全体の傾向から見られる課題等 

 ① 数学Ｂは、学習指導要領の領域から「数と計算」「量と測定」「数量関係」の３

観点については、低い数値を示しています。力をつけていく必要があります。 

 ② 数学Ｂについては、評価の観点から見ても、「数学的な考え方」や「数量や図形

についての知識・理解」とも低い状況にあります。 

 ③ 算数Ｂについては、全国よりも低い状況を示しています。 

 

＜小学校理科＞ 

○強み 

 ・問題２（４）：上流側の雲の様子や雨の降っている所と下流側の川の水位の変化か

ら、上流側の天気と下流側の水位の関係について言えることを選ぶ 

                     平均正答率：67.1％（全国：59.8％） 
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  →より妥当な考えをつくりだすために、複数の情報を関係付けながら、分析して 

考察できています。 

   

○弱み 

 ・問題１（１）：野鳥のひなの様子を観察するための適切な方法を選ぶ 

                     平均正答率：75.6％（全国：82.1％） 

  →安全に留意し、生物を愛護する態度をもって、野鳥のひなを観察できる方法を 

   構想することができていません。 

 ・問題３（２）：回路を流れる電流の流れ方について、自分の考えと異なる他者の予

想を基に、検流計の針の向きと目盛りを選ぶ 

                     平均正答率：35.4％（全国：47.7％） 

  →電流の流れ方について、予想が確かめられた場合に得られる結果を見通して実

験を構想することができていません。 

 ・問題３（４）：目的の時間帯だけモーターを回すため、太陽の１日の位置の変化に 

合わせた箱の中での光電池の適切な位置や向きを選ぶ 

                     平均正答率：36.6％（全国：41.9％） 

  →太陽の１日の位置の変化と光電池に生じる電流の変化の関係を目的に合ったも 

のづくりに適用できていません。 

 

■全体の傾向から見られる課題等 

 ① 学習指導要領の区分等でＡ区分の「物質」については力がついています。「エネ 

ルギー」については、力を入れていく必要があります。Ｂ区分の「生命」「地球」 

については、ほぼ力がついています。 

   ② 評価の観点からは、「観察・実験の技能」については力がついています。「自然

事象への関心・意欲・態度」については、全国と比べて低くなっています。 

   ③ 「理科」については、ほぼ全国並みの力がついています。 

 

＜中学校国語Ａ＞ 

○強み 

 ・問題４一：意見文の下書きに一文を書き加える意図として適切なものを選択する 

                     平均正答率：68.7％（全国：62.8％） 

  →書いた文章を読み返し、伝えたい内容が十分に表されているかを検討すること

ができています。 

 ・問題５一：本文の第六段落の説明として適切なものを選択する 

                     平均正答率：82.1％（全国：76.3％） 

  →段落が文章全体の中で果たす役割を捉え、内容の理解に役立てることができて

います。 
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○弱み 

 ・問題８六２：歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す（とほさざるなし） 

                    平均正答率：49.3％（全国：63.0％） 

  →歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読むことができていません。 

 

■全体の傾向から見られる課題等 

 ① 学習指導要領の領域や評価の観点から見て、「読むこと（能力）」に関しては特

に力がついています。 

 ② 国語Ａについては、全国平均よりやや高い力を示しています。 

 

＜中学校国語Ｂ＞ 

  ○強み 

   ・問題２三：ロボットに期待することを述べて発表をまとめる際の話の進め方とし

て適切なものを選択する 

                     平均正答率：59.7％（全国：54.6％） 

  →全体と部分との関係に注意して相手の反応を踏まえながら話すことの選択がで

きています。 

・問題３一：登場人物についての説明として適切なものを選択する 

                    平均正答率：88.1％（全国：80.2％） 

 →場面の展開や登場人物の描写に注意して読み、内容を理解することができてい 

ます。 

 

○弱み 

 ・問題２二：二人に続いてする質問を書く 

                     平均正答率：82.1％（全国：88.3％） 

  →話の展開に注意して聞き、必要に応じて質問することができています。 

 

■全体の傾向から見られる課題等 

 ① 学習指導要領の領域のうち、「書くこと」「伝統的な言語文化と国語の特質に関

する事項」については特に力がついています。「話すこと・聞くこと」「読むこと」

についても、全国平均並みの力がついています。 

② 国語Ｂについては、全国平均と同等の力を示しています。 
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＜中学校数学Ａ＞ 

○強み 

 ・問題３（１）：一元一次方程式６ｘ－３＝９を解く際に用いられている等式の性質

を選ぶ 

                     平均正答率：70.1％（全国：64.0％） 

  →方程式を解く場面における等式の性質の用い方について理解しています。 

 ・問題３（３）：連立二元一次方程式５ｘ－２ｙ＝１０，３ｘ－２ｙ＝２を解く 

                     平均正答率：86.6％（全国：80.0％） 

  →簡単な連立二元一次方程式を解くことができています。 

 ・問題１０：点（－２，３）の位置を座標平面上に示す 

                     平均正答率：79.1％（全国：69.9％） 

→座標平面上に点の位置を示すことができています。 

・問題１４（１）：生徒３５人の靴をサイズごとに調べ、最頻値が２５．５ｃｍだっ

たことについて、必ずいえる記述を選ぶ 

                     平均正答率：76.1％（全国：68.4％） 

  →最頻値は、資料の中で最も多く出てくる値であることを理解しています。 

 

○弱み 

 ・問題１（３）：２×（－５２）を計算する 

                     平均正答率：59.7％（全国：68.9％） 

    →指数を含む正の数と負の数の計算ができていません。 

・問題１（４）：ある日の最低気温がその前日の最低気温からどれだけ高くなったか

を求める式を選ぶ 

                     平均正答率：46.3％（全国：54.2％） 

  →ある基準に対して反対の方向や性質をもつ数量が正の数と負の数で表されるｋ

と賀理解できていません。 

・問題２（４）：等式Ｓ＝１／２ａｈを、ａについて解く 

                     平均正答率：37.3％（全国：48.2％） 

  →具体的な場面で関係を表す式を等式の性質を用いて、目的に応じて変形するこ

とができていません。 

 ・問題４（１）：ひし形が線対称な図形か点対称な図形か選ぶ 

                     平均正答率：55.2％（全国：67.1％） 

  →ひし形は線対称な図形であり、点対称な図形でもあることが理解できていませ

ん。 

 ・問題４（３）：長方形ＡＢＣＤを、点Ａを中心として時計回りに９０°だけ回転移

動した図形を書く 

                     平均正答率：56.7％（全国 66.1％） 

  →回転移動した図形を書くことができていません。 
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 ・問題５（４）：底面の四角形が合同で高さが等しい四角柱と四角錐の体積の関係に

ついて、正しいものを選ぶ 

                     平均正答率：44.8％（全国：57.6％） 

  →四角錐の体積は、それと底面が合同で高さが等しい四角柱の体積の１／３であ 

ることが理解できていません。 

  ・問題８：対頂角は等しいことの証明について正しい記述を選ぶ 

                       平均正答率：40.3％（全国：45.5％） 

   →証明の必要性と意味が理解できていません。 

  ・問題１１（２）：一次関数ｙ＝－２ｘ＋６が表すグラフを選ぶ 

                       平均正答率：43.3％（全国：56.3％） 

   →一次関数ｙ＝ａｘ＋ｂについて、ａとｂの値とグラフの特徴を関連付けて理解で

きていません。 

  ・問題１２：歩いた道のりと、残りの道のりの関係について、正しい記述を選ぶ 

                       平均正答率：25.4％（全国：36.4％） 

   →一次関数の意味が理解されていない。 

  ・問題１３：グラフから、連立二元一次方程式の解を座標とする点について、正しい

記述を選ぶ 

                       平均正答率：53.7％（全国：62.7％） 

   →連立二元一次方程式の解を座標とする点は、座標平面上の２直線の交点であるこ 

とを理解できていません。 

  ・問題１４（２）：反復横とびの記録の中央値を求める 

                       平均正答率：68.7％（全国：74.0％） 

   →与えられた資料から中央値を求めることができていません。 

  ・問題１５（１）：１枚の硬貨を多数回投げたときの表が出る相対度数の変化の様子に

ついて、正しい記述を選ぶ 

                       平均正答率：32.8％（全国：40.2％） 

   →多数回の試行の結果から得られる確率の意味が理解できていません。 

  ・問題１５（２）：大小２つのさいころを同時に投げるとき、和が８になる確率を求め

る 

                       平均正答率：59.7％（全国：71.3％） 

   →表などを利用して、確率を求めることができていません。 

  

■全体の傾向から見られる課題等 

 ① 学習指導要領の領域から見て、「数と式」については全国平均並みの数値を示し

ています。しかし、「図形」「関数」「資料の活用」の 3領域については、全国平均

より低い数値となっています。 

 ② 数学Ａに関して、全国平均より低い数値を示しています。力をつけていく必要

があります。 
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＜中学校数学Ｂ＞ 

○強み 

   ・問題４（２）：平行四辺形ＡＢＣＤの外側に２つの点Ｅ、Ｆを取っても、四角形Ｅ

ＢＦＤは平行四辺形となることの証明を完成する 
                       平均正答率：47.8％（全国：42.4％） 
    →発展的に考え、条件を変えた場合について、証明の一部を書き直すことができ

ています。 

 
  ○弱み 

 ・問題１（２）：放送計画で、１日目がＡ、２日目がＢになる確率を求める 

                     平均正答率：29.9％（全国：43.9％） 

→与えられた情報を分類整理し、不確定な事象の起こりやすさの傾向をとらえる

ことができていません。 

・問題１（３）：全校よりも 1年生の解答用紙によるくじ引きの方が曲Ｆが選ばれや

すいことの理由を確率を用いて説明する 

                    平均正答率：29.9％（全国：36.2％） 

    →不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉え、判断の理由を説明することができ

ていません。 

   ・問題２（２）：はじめの数としてどんな整数を入れて計算しても、計算結果はいつ 

でも４の倍数になる説明を完成する 

                       平均正答率：25.4％（全国：37.5％） 

    →事柄が成り立つ理由を、構想を立てて説明することができていません。 

   ・問題４（１）：証明されたことから、新たにわかることを選ぶ 

                       平均正答率：47.8％（全国：55.4％） 

    →聡明を振り返り、証明した事柄を基にして、新たな性質を見いだすことができ

ていません。 

   ・問題４（３）：平行四辺形ＡＢＣＤを正方形ＡＢＣＤに変えたときの四角形ＥＢＦ 

Ｄがどのような四角形になるかを説明する 

             平均正答率：31.3％（全国：42.3％） 

    →付加された条件の下で、新たな事柄を見いだし、説明することができていませ

ん。 

   ・問題５（２）：通常料金をａとしたときの団体料金の１０人分が通常料金の何人分 

にあたるかを求める計算からわかることを選び、その理由を説明す

る 

             平均正答率： 1.5％（全国：10.4％） 

    →里奈さんの計算を解釈し、数学的な表現を用いて説明することができていませ

ん。 
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■全体の傾向から見られる課題等 

 ① 学習指導要領の領域から見て、「数と式」「図形」「資料の活用」については全国

平均より低く、「関数」については高い状況です。 

 ② 評価の観点からみて、「数学的な見方や考え方」「数学的な技能」は低くなって

います。 

 ③ 数学Ｂは全国平均より低い状況です。 

 

＜中学校理科＞ 

  ○強み 

   ◇問題２：理科通信のアサリに興味を持ち、アサリが出す砂の質量は何に関係  

しているのかを科学的に探求する学習場面において、水溶液の濃さや

無脊椎動物に関する知識、問題解決の技能を活用できるかどうかをみ

る 

   ・問題２（２）3.0％の濃度：      平均正答率：53.7％（全国：46.9％） 

    →濃度が異なる食塩水のうち、特定の質量パーセント濃度のものを指摘できて

います。 

   ・問題２（３）：            平均正答率：86.6％（全国：79.7％） 

    →「アサリが出した砂の質量は明るさに関係しているとはいえない」と考察し

た理由を指摘できています。 

   ・問題３（３）：コンピュータを使ったシミュレーションで台風の進路や風向を科

学的に探求する場面において、日本の天気の特徴に関する知識と

観測方法や記録の仕方に関する知識・技能、条件制御の知識・技

能を活用することができるかどうかをみる 

                       平均正答率：59.7％（全国：52.3％） 

    →シミュレーションの結果について考察した内容を検討して改善し、台風の進

路を決める条件を指摘できています。 

   ・問題４（２）：図書だよりに紹介されていたファラデーの「ロウソクの科学」を

読んで、ガスバーナーを使った燃焼を科学的に探求する場面にお

いて、実験器具の操作や化学変化と原子・分子、条件制御の知識・

技能を活用することができるかどうかをみる 

                       平均正答率：59.7％（全国：44.1％） 

    →炎の色と金網に付くススの量調べる実験を計画する際に、「変えない条件」を 

指摘することができています。 

   ◇問題６：自転車のライトの豆電球型のＬＥＤが豆電球に比べて明るく点灯した

ことに疑問をもって科学的に探求する場面において、電流・電圧と抵抗及び電

力と発生する光の明るさとの関係に関する知識・技能を活用することができる

かどうかをみる 

   ・問題６（１）：             平均正答率：80.6％（全国：70.5％） 

    →電流計は回路に直列に接続するという技能及び電流計の電気用図記号の知識

が身についています。 
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   ・問題６（３）：             平均正答率：97.0％（全国：91.4％） 

    →豆電球と豆電球型のＬＥＤの点灯の様子と電力との関係が指摘できています。 

   ・問題７（２）：緊急地震速報による避難訓練の後、地震を科学的に探求する場面

において、地震の揺れの伝わり方や光と音の伝わり方に関する知

識・技能を活用することができるかどうかをみる 

                       平均正答率 86.6％（全国：78.5％） 

   ・問題８（３）：火を使わないで発熱する商品の仕組みを科学的に探求して実験ノ

ートにまとめる場面において、化学変化と熱についての知識と問

題解決の知識・技能を活用することができるかどうかをみる 

          また、探求の過程を振り返り、新たな疑問をもち問題を見いだし

探求を深めようとしているかどうかをみる 

                       平均正答率：79.1％（全国：74.0％） 

    →探求の過程を振り返り、新たな疑問をもち問題を見いだし探求を深めようと 

しています。 

アルミニウムは水の温度変化に関係していることについての新たな問題を見 

いだすことができています。 

 

○弱み 

 ・問題１（１）：光の反射を利用した「テレプロンプター」のモデルを作って科学

的に探求する場面において、光の直進や反射の幾何光学的な規則

性についての知識・技能を活用することができるかどうかをみる 

                     平均正答率：52.2％（全国：61.7％） 

  →光の反射の幾何光学的な規則性についての知識・技能の活用ができていませ

ん。 

 ・問題５（１）：「運転中に運転士に話しかけるとブレーキを踏むのが遅れるので

はないか」という予想を科学的に探求する場面において、刺激と

反応についての知識と自然の事物・現象の実験の装置や操作に対

応させたモデル実験の知識・技能を活用することができるかどう

かをみる 

                     平均正答率：49.3％（全国：57.2％） 

  →神経系の働きについての知識が身に付いていません。 

   ・問題６（２）抵抗：自転車のライトの豆電球型のＬＥＤが豆電球に比べて明る

く点灯したことに疑問をもって科学的に探求する場面にお

いて、電流・電圧と抵抗及び電力と発生する光の明るさと

の関係に関する知識・技能を活用することができるかどう

かをみる 

                     平均正答率：37.3％（全国：51.9％） 

  →オームの法則を使って、抵抗の値を求めるもとができていません。 
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・問題８（１）：火を使わないで発熱する商品の仕組みを科学的に探求して実験ノ

ートにまとめる場面において、化学変化と熱についての知識と問

題解決の知識・技能を活用することができるかどうかをみる 

          また、探求の過程を振り返り、新たな疑問をもち問題を見いだし

探求を深めようとしているかどうかをみる 

                       平均正答率：71.6％（全国：83.5％） 

    →アルミニウムの原子の記号の表し方についての知識が身に付いていません。 

   ・問題９（２）：部屋に見立てた容器に植物を入れて湿度の変化を化学的に探求す

る場面において、蒸散と湿度に関する知識、問題解決の知識・技

能を活用することができるかどうかをみる 

                       平均正答率：11.9％（全国：19.4％） 

 

 ■全体の傾向から見られる課題等 

  ① 学習指導要領の分野等の区分からみると、第１分野の「化学的領域」、第２分野 

の「生物的領域」「地学的領域」とも、全国平均より高い数値を示しています。 

第１分野の「物理的領域」は、やや低い数値となっています。 

  ② 評価の観点からは、「自然事象への関心・意欲・態度」と「観察・実験の技能」

に関しては特に高い数値を示しています。また、「科学的な試行・表現」について

も高くなっています。「自然事象についての知識・理解」がやや低くなっています。 

  ③ 「理科」については、全国平均よりやや高い力を示しています。 
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２ 質問紙調査（児童生徒用・学校用）に関する調査の結果・分析 
（１）自己肯定感について 

【児童・生徒質問紙】 

◇項目１：自分には、よいところがあると思いますか 

     （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

 ・児童 ８９．０％（三重県８３．４％、全国８４．０％） 全国比＋ ５．０ 

 ・生徒 ７１．７％（三重県７９．９％、全国７８．８％） 全国比－ ７．１ 

 

◇項目２：先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ８７．８％（三重県８６．４％、全国８５．３％） 全国比＋ ２．５ 

  ・生徒 ７７．６％（三重県８４．２％、全国８２．２％） 全国比－ ４．６ 

 

◇項目３：将来の夢や目標を持っていますか 

     （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

 ・児童 ７８．１％（三重県８３．７％、全国８５．１％） 全国比－ ７．０ 

 ・生徒 ５９．７％（三重県７２．５％、全国７２．４％） 全国比－１２．７ 

 

◇項目５：いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか 

 ・児童 ９８．８％（三重県９７．０％、全国９６．８％） 全国比＋ ２．０ 

 ・生徒 ９７．０％（三重県９６．２％、全国９５．５％） 全国比＋ １．５ 

 

◇項目６：人の役に立つ人間になりたいと思いますか 

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ９３．９％（三重県９５．５％、全国９５．２％） 全国比－ １．３ 

  ・生徒 ９１．１％（三重県９５．５％、全国９４．９％） 全国比－ ３．８ 

 

【学校質問紙】 

◇項目 24：調査学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、学級全員で取り組んだり

挑戦したりする課題やテーマを与えましたか（中学校：項目 23） 

     （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

 ・小学校１００．０％（三重県９８．３％、全国９６．５％） 

 ・中学校１００．０％（三重県９６．２％、全国９５．０％） 

 

◇項目 23：調査対象の学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、将来就きたい仕事

や夢について考えさせる指導をしましたか（中学校：項目 22） 

     （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

 ・小学校１００．０％（三重県８４．０％、全国８３．３％） 

 ・中学校１００．０％（三重県９９．４％、全国９８．６％） 
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◇項目 30：調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、学校生活の中で、児

童（生徒）一人一人のよい点や可能性を見付け評価する（褒めるなど）取組

をどの程度行いましたか（生徒：項目 29） 

      （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

  ・小学校１００．０％（三重県９９．４％、全国９９．０％） 

  ・中学校１００．０％（三重県９９．４％、全国９７．９％） 

 

■児童の場合、「自分には、良いところがある」と答えた児童が、全国よりも５ポイント

高い数値を示しています。自己肯定感が強く、良い傾向にあるといえます。その反面、

「将来の夢や目標を持っているか」については、全国よりも低い数値を示しています。

夢や目標を持って生きることの大切さを実感させることも大切であると考えます。 

■生徒の場合は、「自分に良いところがあると思う」は、全国平均よりも低い数値を示し

ています。また、「将来の夢や目標を持つ」ことは、児童以上に全国よりも１２％強の

低い数値を示しています。自尊感情を育てることや、将来への夢や目標を持たせてい

くような指導が大切です。 

■児童・生徒とも、「いじめは、どんな理由があってもいけないことだ」と考えている割

合が、全国よりも高い数値を示しています。ただ、２％前後の「いじめはいけないこ

とだ」と捉えていない児童・生徒への指導をしていかなければなりません。 

■学校質問紙で、「将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導をした」という設問で

は、小中学校全校とも指導していると答えています。キャリア教育の中で取り組む内

容となりますが、生徒の答えと合わせて、どのように「夢や目標を持たせていくのか」

今後考えていく必要があります。 

 また、「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか」という問いに

は、児童は全国よりも高く肯定的に捉えていますが、生徒はやや低く自己肯定感を高

めていく必要があります。 

 

（２）生活習慣について 

【児童・生徒質問紙】 

 ◇項目７：朝食を毎日食べていますか 

（「している」「どちらかといえば、している」と回答した割合） 

  ・児童 ９５．１％（三重県９４．７％、全国９４．５％） 全国比＋ ０．６ 

  ・生徒 ９５．５％（三重県９２．０％、全国９１．９％） 全国比＋ ３．６ 

 ◇項目８：毎日同じくらいの時刻に寝ていますか 

（「している」「どちらかといえば、している」と回答した割合） 

  ・児童 ８０．４％（三重県７５．１％、全国７７．０％） 全国比＋ １．９ 

  ・生徒 ７４．６％（三重県７４．０％、全国７４．２％） 全国比＋ ０．４ 

 

 

 

 



15 

 

 ◇項目９：毎日同じくらいの時刻に起きていますか。 

（「している」「どちらかといえば、している」と回答した割合） 

  ・児童 ９１．５％（三重県８８．３％、全国８８．８％） 全国比＋ ２．７ 

  ・生徒 ９７．０％（三重県８９．６％、全国９０．３％） 全国比＋ ６．７ 

 

 ■「朝食を食べているか」という問いに対して、本年度は児童・生徒ともに全国平均上

回っています。しかし、朝食を食べてこない児童・生徒が５％弱あります。これら

の児童・生徒の状況を把握する必要があります。「寝る時間・起きる時間」について

は、児童・生徒ともに全国平均を上回っています。ある程度規則正しい生活ができ

ているようです。しかし、寝る時間が一定せず、やや不規則傾向にある児童・生徒

も少なからずいる状況が見えます。 

 

（３）学習習慣・読書習慣について 

【児童生徒質問紙】 

 ◇項目 10：家で、自分で計画を立てて勉強していますか。 

（「している」「どちらかといえば、している」と回答した割合） 

  ・児童 ６７．１＆（三重県６７．６％、全国６７．６％） 全国比－ ０．５ 

  ・生徒 ５０．７％（三重県５４．８％、全国５２．１％） 全国比－ １．４ 

 

 ◇項目 11：家で、学校の宿題をしていますか。 

（「している」「どちらかといえば、している」と回答した割合） 

  ・児童 ９６．３％（三重県９７．８％、全国９７．１％） 全国比－ ０．８ 

  ・生徒 ９５．５％（三重県９３．５％、全国９１．６％） 全国比＋ ３．９ 

 

 ◇項目 12：家で、学校の授業の予習・復習をしていますか。 

（「している」「どちらかといえば、している」と回答した割合） 

  ・児童 ５６．１％（三重県６１．１％、全国６２．６％） 全国比－ ６．５ 

  ・生徒 ５３．８％（三重県５５．７％、全国５５．２％） 全国比－ １．４ 

  

 ◇項目 13：家で予習・復習やテスト勉強などの自学自習において、教科書を使いながら 

      学習していますか 

  ・児童 ５９．７％（三重県６８．２％、全国６９．９％） 全国比－１０．２ 

  ・生徒 ６５．６％（三重県７１．１％、全国７１．３％） 全国比－ ５．７ 

 

◇項目 14：学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、

勉強しますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も

含む） 

     （小中学校とも、１時間以上と答えた割合） 

  ・児童 ６１．０％（三重県６２．７％、全国６６．２％） 全国比－ ５．２ 

  ・生徒 ７１．７％（三重県６７．５％、全国７０．６％） 全国比＋ １．１ 
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 ◇項目 15：学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、 

      読書をしますか（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）。 

      （「３０分以上」と回答した割合） 

  ・児童 ３７．８％（三重県３８．９％、全国４１．１％） 全国比－ ３．３ 

  ・生徒 ２１．０％（三重県２７．９％、全国３０．９％） 全国比－ ９．９ 

 

 【学校質問紙】 

 ◇項目 63：調査対象の学年の児童・生徒に対して、前年度までに、保護者に対して児童・

生徒の家庭学習を促すような働きかけを行いましたか（国語／算数共通） 

（「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

 ・小学校１００．０％（三重県９９．１％、全国９７．２％） 

 ・中学校１００．０％（三重県９４．９％、全国９０．２％） 

 

◇項目 64：調査対象の学年の児童・生徒に対して、前年度までに、家庭学習の与え方に

ついて、校内の教職員で共通理解を図りましたか（国語／算数共通） 

（「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

 ・小学校１００．０％（三重県９４．１％、全国９１．６％） 

 ・中学校１００．０％（三重県９４．９％、全国９４．５％） 

 

◇項目 65：調査対象の学年の児童・生徒に対して、前年度までに、家庭学習の取組とし

て、調べたり文章を書いたりしてくる宿題を与えましたか（国語／算数共通） 

     （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

 ・小学校１００．０％（三重県９１．５％、全国８４．４％） 

 ・中学校１００．０％（三重県９４．９％、全国９４．５％） 

 

◇項目 66：調査対象学年の児童・生徒に対して、前年度までに、家庭学習の取組として、

児童に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えるようにしましたか

（国語／算数共通） 

     （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

 ・小学校１００．０％（三重県９５．７％、９３．３％） 

 ・中学校１００．０％（三重県７６．６％、７６．６％） 

 

■家庭での学習についての質問で、計画を立てて学習している割合は、児童・生徒とも

に全国よりやや低い数値を示しています。それでも、計画的に学習している割合は、

児童で３分の２、生徒が２分の１となっています。計画的にできていない児童・生徒

に対して指導していく必要があります。「学校の宿題をしていますか」「学校の授業の

予習・復習をしていますか」では、児童の方が全国との開きが大きくなっています。。

「平日１時間以上学習をしている」割合は、児童が全国平均より低い数値となってい

ます。家庭学習に取り組んでいない児童が多くなっているようです。家庭学習の必要

性について、さらに指導していく必要があります。 
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 また、読書習慣については、児童・生徒とも３０分以上読書していると答えた割合は 

 全国より低く、特に生徒の数値が低くなっています。読書についても指導していく必

要があります。 

■家庭学習に対する学校の取組は、「保護者に対する児童・生徒の家庭学習を促すような

働きかけ」や「家庭学習の与え方についての教職員の共通理解図ること」など、家庭

学習の大切さを感じながら取り組みを進めている様子が伺えます。 

 

（４）家庭・地域・社会について 

 【児童生徒質問紙】 

 ◇項目 18：家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をしますか。 

      （「している」「どちらかといえば、している」と回答した割合） 

  ・児童 ７９．３％（三重県８０．０％、全国８０．５％） 全国比－ １．２ 

  ・生徒 ６２．７％（三重県７５．４％、全国７６．０％） 全国比－１３．３ 

 

 ◇項目 19：５年生（１，２年）までに受けた授業や課外活動で地域のことを調べたり、

地域の人と関わったりする機会があったと思いますか 

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ８１．７％（三重県７４．９％、全国７４．４％） 全国比＋ ７．３ 

  ・生徒 ７７．６％（三重県６８．５％、全国６８．７％） 全国比＋ ８．９ 

 

◇項目 20：今住んでいる地域の行事に参加していますか。（生徒：項目 42） 

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ７１．９％（三重県６６．７％、全国６２．７％） 全国比＋ ９．２ 

  ・生徒 ６８．７％（三重県４９．６％、全国４５．６％） 全国比＋２３．１ 

 

 ◇項目 21：地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ６０．９％（三重県６２．０％、全国６３．８％） 全国比－ ２．９ 

  ・生徒 ４９．２％（三重県５８．５％、全国５９．３％） 全国比－１０．１ 

 

 ◇項目 22：地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか。 

      （生徒：項目 44） 

  ・児童 ４３．９％（三重県４６．０％、全国４９．９％） 全国比－ ６．０ 

  ・生徒 ３５．８％（三重県３８．０％、全国３８．７％） 全国比－ ２．９ 

 

 ◇項目 23：地域社会などでボランティア活動に参加したことがありますか。 

      （「参加したことがある」と回答した割合） 

 ・児童 ４０．２％（三重県３０．８％、全国３６．１％） 全国比＋ ４．１ 

 ・生徒 ５８．２％（三重県４７．９％、全国５１．８％） 全国比＋ ６．４ 
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◇項目 24：地域の大人（学校や塾・習い事の先生を除く）に勉強やスポーツを教えても

らったり、一緒に遊んだりすることがありますか。 

 ・児童 ５３．７％（三重県４２．７％、全国４１．６％） 全国比＋１２．１ 

 ・生徒 ４４．８％（三重県２５．６％、全国２５．５％） 全国比＋１９．３ 

 

 ◇項目 25：新聞を読んでいますか。 

      （「ほぼ毎日読んでいる」「週に１～３回程度読んでいる」と回答した割合） 

  ・児童 ２３．２％（三重県２０．４％、全国１９．９％） 全国比＋ ３．３ 

  ・生徒  ０．０％（三重県１４．３％、全国１３．９％） 全国比－１３．９ 

 

 ◇項目 26：テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ますか（携帯電話や

スマートフォンを使ってインターネットのニュースを見る場合も含む）。 

     （「よく見る」「時々見る」と回答した割合） 

  ・児童 ８９．０％（三重県８５．２％、全国８６．２％） 全国比＋ ２．８ 

・生徒 ８３．６％（三重県８６．４％、全国８６．６％） 全国比－ ３．０ 

 

 ■「家庭」で家の人と学校の出来事について話をする割合は、生徒が全国よりも低い数

値を示しています。児童は、ある程度話をしているものの、生徒が会話する状況は

少ないものと考えられます。 

 ■「地域」との関わりでは、「授業や課外活動で地域のことを調べたり、地域の人と抱え

合ったりする機会」が多く設けられています。また、「地域の行事」への参加率は、特

に生徒は全国を大きく上回っています。また、地域でのボランティアについては、児

童生徒とも全国と比べて高い数値を示しています。「地域の大人に勉強やスポーツを教

えてもらったり、一緒に遊ぶ」と答えた児童・生徒も、全国と比較すると高い数値を

示しています。ただ、「地域や社会で起こっている問題や出来事への関心」は低く、地

域や社会のために何をすべきか考える」ことも、全国と比べても低い数値を示してい

ます。 

過疎地である大台町では、子どもたちが地域の良さ、地域の人々の温かさに触れ、地

域に愛着を持つ活動が大切であり、またそのための活動を各学校で取り組んでいます。

その結果の現れと考えられます。今後も地域に根ざした取り組みを進めていくととも

に、地域のことを考えさせることもしていかなければならないと考えます。 

■「社会」への関心では、「新聞」を読む割合は児童は全国より高い数値を示しています

が、生徒は「週に１回」も読んでいない状況にあります。新聞を見ない生徒は、「テレ

ビ」でニュースをみているようですが、それでも全国と比較してやや少ない状況にあ

ります。 
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（５）主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善について 

 【児童生徒質問紙】 

 ◇項目 55：５年生まで（１，２年生のとき）に受けた授業では、課題の解決に向けて、

自分で考え、自分から取り組んでいたと思いますか（生徒：項目 52） 

       （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ７４．４％（三重県７５．１％、全国７６．７％） 全国比－ ２．３ 

  ・生徒 ６４．２％（三重県７５．３％、全国７３．８％） 全国比－ ９．６ 

 

 ◇項目 56：５年生まで（１，２年生のとき）に受けた授業では、自分の考えを発表する

機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立てなど

を工夫して発表していたと思いますか（生徒：項目 53） 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ６１．０％（三重県５８．９％、全国６１．０％） 全国比± ０．０ 

  ・生徒 ５０．７％（三重県５３．０％、全国５３．８％） 全国比－ ３．１ 

 

 ◇項目 57：学級の友達と（生徒）の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、

広げたりすることができていると思いますか（生徒：項目 54） 

      （「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と回答した割合） 

  ・児童 ８３．０％（三重県７６．４％、全国７７．７％） 全国比＋ ５．３ 

  ・生徒 ７０．２％（三重県７６．５％、全国７６．３％） 全国比－ ６．１ 

 

 【学校質問紙】 

 ◇項目 13：調査対象の児童生徒は、授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分

から取り組むことができていると思いますか 

      （「そのとおりだと思う」「どちらかといえば、そう思う」と回答して割合） 

  ・小学校 ５０．０％（三重県８４．５％、全国８３．６％） 

  ・中学校１００．０％（三重県８８．０％、全国８０．８％） 

 

 ◇項目 22：調査対象学年の児童生徒に対して、前年度までに、習得・活用及び探求の学

習過程を見通した指導方法の改善及び工夫をしましたか（生徒：項目 21） 

（「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

  ・小学校１００．０％（三重県９４．３％、全国９３．０％） 

  ・中学校 ５０．０％（三重県９１．７％、全国９２．６％） 

 

 ■「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組むことができている

と思いますか」という問いには、児童・生徒は全国より低い数値を示しており、小学

校では、半数の学校ができていないと捉えています。また、「児童生徒の間で話し合う

活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」という

問いでは、児童は全国より高い数値を示し、肯定的に捉えているのに対して、生徒は 

  全国平均より低く、できていないと捉えています。学校も「前年度までに、習得・活
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用及び探求の学習過程を見通した指導方法の改善及び工夫をしましたか」について、

中学校は 1 校ができていないと答えており、中学校において授業改善に取り組まなけ

ればならない状況があります。 

 

（６）規範意識に関わって 

 【児童生徒質問紙】 

 ◇項目４：学校のきまり（規則）を守っていますか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ８６．６％（三重県８８．６％、全国８９．５％） 全国比－ ２．９ 

  ・生徒 ８６．６％（三重県９６．０％、全国９５．１％） 全国比－ ８．５ 

 

 ◇項目５：いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか。 

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ９８．８％（三重県９７．０％、全国９６．８％） 全国比＋ ２．０ 

  ・生徒 ９７．０％（三重県９６．２％、全国９５．５％） 全国比＋ １．５ 

 

 【学校質問紙】 

 ◇項目 12：調査対象の学年の児童・生徒は、授業中の私語が少なく、落ち着いていると

思いますか。 

      （「その通りだと思う」「どちらかといえば、そう思う」と回答した割合） 

  ・小学校１００．０％（三重県９１．２％、全国８９．４％） 

  ・中学校 ５０．０％（三重県９５．０％、全国９４．６％） 

 

 ◇項目 25：調査対象学年の児童・生徒に対して、前年度までに、学習規律（私語をしな

い、話をしている人の方を向いて聞く、聞き手に向かって話をする、授業開

始のチャイムを守るなど）の維持を徹底しましたか。（生徒：項目 24） 

      （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

  ・小学校１００．０％（三重県 ９７．１％、全国９７．７％） 

  ・中学校１００．０％（三重県１００．０％、全国９８．３％） 

 

 ■「学校のきまり（規則）を守っていますか」という項目については、児童・生徒とも

同じ値となっています。昨年度（児童１００．０％、生徒９７．５％）と比較し、数

値がかなり低くなっています。本年度の児童・生徒は、きまり（規則）を守らなくて

はいけないという意識が希薄化している傾向にあります。 

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」という問いに対して、

多くの児童・生徒は「いじめはいけないことだ」と考えています。また、全国値より

高い数値も示しています。しかし、昨年度（児童１００．０％、生徒９７．５％）よ

りも低くなっています。私たち教育に携わる者としては、何があっても「いじめ」は

「悪い」ことだと答えられる子どもを育てて行かなくてはなりません。その数値が低

くなっていることを考えて、今後の人権教育等の取り組み、心の豊かな児童・生徒の
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育成への取組を強固なものになるよう取り組んで参ります。 

■学校質問紙で、「学習規律（私語をしない、話をしている人の方を向いて聞く、聞き手

に向かって話をする、授業開始のチャイムを守る）の維持を徹底しましたか」という

問いに対して、各小中学校ともに行ったと答えています。しかし、「当該学年の児童・

生徒は、授業中私語が少なく、落ち着いていると思いますか」という設問に対し、１

中学校が「そう思わない」と勝てています。学習規律が形成されていない状況が伺え

ます。学力向上にしても、生活習慣の形成にしても、学習規律を形成することは基本

となります。児童・生徒にそのことを理解させるよう今後とも各校で取り組んでいき

たいと思います。 

 

（７）「算数・数学」の学習に関わって 

 ◇項目 27：算数・数学の勉強は好きですか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ６３．４％（三重県６４．９％、全国６４．０％） 全国比－ ０．６ 

  ・生徒 ４７．８％（三重県５４．４％、全国５３．９％） 全国比－ ６．１ 

 

 ◇項目 28：算数・数学の勉強は大切だと思いますか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ９０．２％（三重県９２．２％、全国９２．１％） 全国比－ １．９ 

  ・生徒 ８０．６％（三重県８４．４％、全国８３．６％） 全国比－ ３．０ 

 

◇項目 29：算数・数学の授業の内容はよく分かりますか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ８６．６％（三重県８５．５％、全国８３．４％） 全国比＋ ３．２ 

  ・生徒 ６２．７％（三重県７５．０％、全国７１．０％） 全国比－ ８．３ 

 

 ◇項目30：算数の授業で新しい問題に出合ったとき、それを解いてみたいと思いますか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ７４．４％（三重県７５．６％、全国７４．３％） 全国比＋ ０．１ 

 

 ◇（生徒：項目 30）：数学ができるようになりたいと思いますか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・生徒 ８５．１％（三重県９３．１％、全国９２．５％） 全国比－ ７．４ 

 

 ◇項目 31：算数・数学の問題の解き方が分からないときは、諦めずにいろいろな方法を 

      考えますか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ７８．０％（三重県７９．２％、全国７８．４％） 全国比－ ０．４ 

  ・生徒 ６８．７％（三重県７２．７％、全国７０．３％） 全国比－ １．６ 
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 ◇項目 32：算数・数学の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えま

すか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ６７．０％（三重県６４．３％、全国６４．４％） 全国比＋ ２．６ 

  ・生徒 ４０．３％（三重県３８．２％、全国３８．７％） 全国比＋ １．６ 

 

 ◇項目 33：算数・数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役立つと思い

ますか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ８９．０％（三重県９１．２％、全国９０．３％） 全国比－ １．３ 

  ・生徒 ６８．６％（三重県７４．８％、全国７２．９％） 全国比－ ４．３ 

 

 ◇項目 34：算数・数学の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がないか考えま

すか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ７９．３％（三重県７８．８％、全国７８．５％） 全国比＋ ０．８ 

  ・生徒 ６５．７％（三重県７０．３％、全国６９．２％） 全国比－ ３．５ 

 

◇項目 35：算数・数学の授業で公式やきまりを習うとき、そのわけ（根拠）を理解する

ようにしていますか。 

     （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

 ・児童 ８０．４％（三重県８０．１％、全国８０．４％） 全国比± ０．０ 

 ・生徒 ６８．７％（三重県７１．２％、全国７０．４％） 全国比－ １．７ 

 

◇項目 36：算数・数学の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いてい

ますか。 

     （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

 ・児童 ９０．２％（三重県８５．８％、全国８５．８％） 全国比＋ ４．４ 

 ・生徒 ８３．６％（三重県７７．５％、全国８０．６％） 全国比＋ ３．０ 

 

◇項目 37：今回の算数・数学の問題について、言葉や数、式を使って、わけや求め方な

どを書く問題がありましたが、どのように解答しましたか。 

     （「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した」と回答した割合） 

 ・児童 ６２．２％（三重県７０．９％、全国７０．６％） 全国比－ ８．４ 

 ・生徒 ４１．８％（三重県５８．２％、全国５５．５％） 全国比－１３．７ 
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【学校質問紙】 

◇項目 37：調査対象学年の児童・生徒に対する算数・数学の指導として、前年度までに、

補充的な学習の指導を行いましたか（中学校：項目 36） 

     （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

 ・小学校１００．０％（三重県９３．８％、全国９４．３％） 

 ・中学校１００．０％（三重県９５．６％、全国９１．４％） 

 

◇項目 38：調査対象学年の児童・生徒に対する算数・数学の指導として、前年度までに、

発展的な学習の指導を行いましたか（中学校：項目 37） 

（「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

 ・小学校 ７５．０％（三重県６８．２％、全国６４．５％） 

 ・中学校 ５０．０％（三重県７４．１％、全国６６．５％） 

 

◇項目 39：調査対象学年の児童・生徒に対する算数・数学の指導として、前年度までに、

実生活における事象との関連を図った授業を行いましたか（中学校：項目38） 

（「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

 ・小学校 ７５．０％（三重県８２．５％、全国７８．０％） 

 ・中学校 ５０．０％（三重県７３．４％、全国７２．１％） 

 

◇項目 40：調査対象学年の児童・生徒に対する算数・数学の指導として、前年度までに、

計算問題などの反復練習をする授業を行いましたか（中学校：項目 39） 

（「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

 ・小学校１００．０％（三重県９４．６％、全国９６．７％） 

 ・中学校１００．０％（三重県９６．９％、全国９６．２％） 

 

■「算数・数学の勉強は好きか」「算数・数学の勉強は大切か」という問いに対しては、 

児童はやや低い数値を示しています。「算数・数学の授業の内容はよく分かるか」とい 

う問いに対しては、児童は全国平均よりも高い数値を示しています。しかし、生徒は 

いずれも全国と比較してかなり低い数値を示しています。児童の「算数の授業で新し 

い問題に出合ったとき、それを解いてみたいと思うか」という問いに対しては、全国 

と同等の数値を示していますが、生徒の「数学ができるようになりたいと思うか」の 

問いには、全国平均よりかなり低い数値を示しています。 

■「算数・数学の問題の解き方が分からないときは、諦めずにいろいろな方法を考える

か」については、児童・生徒とも全国平均よりもやや低い数値を示しており、諦めて

捨ててしまう児童・生徒がいることも伺えます。また、「算数・数学の授業で学習した

ことは、将来、社会に出たときに役立つと思うか」「算数・数学の授業で問題を解くと

き、もっと簡単に解く方法がないか考えるか」「算数・数学の授業で公式やきまりを習

うとき、そのわけ（根拠）を理解するようにしているか」については、児童は全国平

均並みの回答をしていますが、生徒はいずれも低い数値を示しています。 
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■「算数・数学の授業で問題の解き方や考え方が分かるようノートに書いているか」は

ともに全国平均より高い数値を示しています。「今回の算数・数学の問題について、言

葉や数、式を使って、わけや求め方などを書く問題があったが、どのように解答した

か」の設問では、児童・生徒ともに全国平均よりもかなり低い数値を示しています。 

 記述問題に対しては、書こうと意欲を持って取り組んだ児童・生徒が少なかったこと

を物語っています。記述問題に対する取組をしていく必要があります。 

■学校質問紙では、「補充的な学習の指導」や「計算問題などの反復練習をする授業」に

ついては、小中学校全校が取り組んでいます。「発展的な学習」の導入や、「実生活に

おける事象との関連を図った授業」については、各校の実情に合わせて行っています。 

 

（７）「理科」の学習に関わって 

【児童生徒質問紙】 

 ◇項目 38：理科の勉強は好きですか 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ７９．２％（三重県７９．０％、全国８３．５％） 全国比－ ４．３ 

  ・生徒 ５８．２％（三重県６３．０％、全国６２．９％） 全国比－ ４．７ 

 

 ◇項目 39：理科の勉強は大切だと思いますか 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ９２．４％（三重県８４．６％、全国８５．４％） 全国比＋ ７．０ 

  ・生徒 ７４．６％（三重県７１．７％、全国７０．６％） 全国比＋ ４．０ 

 

 ◇項目 40：理科の授業の内容はよく分かりますか 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ８５．３％（三重県８７．０％、全国８９．４％） 全国比－ ４．１ 

  ・生徒 ６７．２％（三重県７３．４％、全国７０．０％） 全国比－ ２．８ 

 

 ◇項目 41：自然の中で遊んだことや自然観察をしたことがありますか 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ９０．３％（三重県８６．２％、全国８７．０％） 全国比＋ ３．３ 

  ・生徒 ８２．１％（三重県７７．８％、全国７７．６％） 全国比＋ ４．５ 

 

 ◇項目 42：理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えますか 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ６９．５％（三重県６２．５％、全国６４．７％） 全国比＋ ４．８ 

  ・生徒 ４７．８％（三重県４４．４％、全国４５．４％） 全国比＋ ２．４ 
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 ◇項目 43：理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たとき役に立つと思いますか 

     （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ７６．８％（三重県７３．１％、全国７２．９％） 全国比＋ ３．９ 

  ・生徒 ６８．６％（三重県５６．５％、全国５５．７％） 全国比＋１２．９ 

  

◇項目 44：将来、理科や科学技術に関する職業に就きたいと思いますか 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ３１．７％（三重県２４．７％、全国２６．１％） 全国比＋ ５．６ 

  ・生徒 ２２．４％（三重県２３．１％、全国２２．２％） 全国比＋ ０．２ 

 

 ◇項目 45：理科の授業で、自分の考えをまわりの人に説明したり発表したりしています 

か 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ６８．３％（三重県５３．８％、全国５４．５％） 全国比＋１３．８ 

  ・生徒 ４９．２％（三重県４４．２％、全国４１．４％） 全国比＋ ８．２ 

 

 ◇項目 46：理科の授業では、理科室で観察や実験をどのくらい行いましたか 

      （「週 1回以上」「月 1回以上」と回答した割合） 

  ・児童 ９１．４％（三重県８８．４％、全国８９．１％） 全国比＋ ２．３ 

  ・生徒 ９４．０％（三重県８５．６％、全国８７．１％） 全国比＋ ６．９ 

 

 ◇項目 47：観察や実験を行うことは好きですか 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ９０．２％（三重県８９．０％、全国８９．８％） 全国比＋ ０．４ 

  ・生徒 ７０．２％（三重県８１．３％、全国８２．１％） 全国比－１１．９ 

 

 ◇項目 48：理科の授業では、自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てていますか 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ７８．０％（三重県７１．１％、全国７５．２％） 全国比＋ ２．８ 

  ・生徒 ５０．７％（三重県５４．３％、全国５８．５％） 全国比－ ７．８ 

 

 ◇項目 49：理科の授業で、観察や実験の結果から、どのようなことが分かったのか考え

ていますか（生徒：観察や実験の結果をもとに考察していますか） 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ７９．２％（三重県７９．３％、全国８１．８％） 全国比－ ２．６ 

  ・生徒 ７９．１％（三重県６９．０％、全国７２．３％） 全国比＋ ６．８ 
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 ◇項目 50：理科の授業で、観察や実験の進め方や考え方が間違っていないかを振り返っ

て考えていますか 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ７４．４％（三重県６４．９％、全国６８．１％） 全国比＋ ６．３ 

  ・生徒 ５９．７％（三重県５７．３％、全国５９．０％） 全国比＋ ０．７ 

 

 ◇項目 51：今回の理科の問題について、解答を文章などで書く問題がありました。それ

らの問題について、どのように解答しましたか 

      （「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した」と回答した割合） 

  ・児童 ７２．０％（三重県７５．５％、全国７７．３％） 全国比－ ５．３ 

  ・生徒 ５３．７％（三重県６３．８％、全国６２．８％） 全国比－ ９．１ 

 

 ◇項目 52：５年生のとき、理科の授業がおもしろいと思いましたか（児童のみ） 

      （「よく思った」「時々思った」と回答した割合） 

  ・児童 ９１．４％（三重県８５．１％、全国８７．５％） 全国比＋ ３．９ 

 

 【学校質問紙】 

 ◇項目 42：調査対象学年の児童・生徒に対する理科の授業において、前年度に、児童・

生徒の好奇心や意欲が喚起されるよう、工夫していましたか 

（中学校：項目 40） 

（「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

  ・小学校１００．０％（三重県９６．６％、全国９６．７％） 

  ・中学校１００．０％（三重県９９．４％、全国９７．７％） 

 

 ◇項目 45：調査対象学年の児童・生徒に対する理科の指導として、前年度までに、実生

活における事象との関連を図った授業を行いましたか（中学校：項目 43） 

      （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

  ・小学校１００．０％（三重県８５．９％、全国８５．７％） 

  ・中学校１００．０％（三重県９０．５％、全国９０．７％） 

 

 ◇項目 46：調査対象学年の児童・生徒に対する理科の指導として、前年度までに、児童・

生徒が科学的な体験や自然体験をする授業を行いましたか（中学校：項目44） 

      （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

  ・小学校１００．０％（三重県８９．０％、全国８８．１％） 

  ・中学校１００．０％（三重県７９．７％、全国８２．０％） 

 

 ■「理科の勉強は好きか」「「理科の授業の内容はよくわかるか」については、児童・生 

徒とも全国値よりも低い数値を示しています。しかし、「理科の勉強は大切か」につい

ては、高い数値を示している。大切さは熟知しながら、理科の勉強はもう一つ好きに

なれない、内容がよくわからないと感じているようである。そう感じながらも生徒は、
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全国平均正答率よりも高くなっており、ある程度の力が付いています。 

「「自然の中で遊んだことや自然観察をしたことがあるか」「学習したことを普段の生

活の中で活用できないか考えているか」「学習したことは、将来、社会に出たとき役立

つと思うか」についても高い数値を示しています。 

■「観察や実験」に関する一連の設問については、「実験や観察を行うことは好きか」に

ついて、「好きでない」と回答した割合が生徒で高い数値を示しています。その中で、

理科室で観察や実験をどのくらい行ったかという問いでは、「週１回以上、月１回以上」

と答えた生徒が多くなっている。 

■理科の記述問題でも、「最後まで解答を書こうと努力した」児童・生徒は、全国値と比

較しても低い数値を示しています。全ての教科を通して、「書く」ことに力を入れてい

く必要があるのかとも思いますが、小中学校とも国語Ａの「書くこと」では高い数値

を示しています。算数・数学、理科などの記述式の問題にもっと慣れさせる必要があ

るものと考えます。 

■学校質問紙では、各小中学校とも理科の授業や指導において、前年度（まで）に「児

童・生徒の好奇心や意欲が喚起されるよう工夫」したり、「実生活における事象との関

連を図った授業」をしたり、「科学的な体験や自然体験をする授業」行っています。 

 それが、理科の力に結びつき、小学校でもほぼ全国値に近い数値を示し、中学校では

全国よりも高い数値を示すに至っているものと考えます。 

 

（８）学校運営に関する取組状況について 

 【学校質問紙】 

 ◇項目 83：学校として業務改善に取り組んでいますか（中学校：項目 80） 

      （「よくしている」「どちらかといえば、している」と回答した割合） 

  ・小学校１００．０％（三重県９８．６％、全国９７．４％） 

  ・中学校１００．０％（三重県９８．８％、全国９６．８％） 

 

 ◇項目 18：児童の姿や地域の現状等に関する調査や各種データに基づき、教育課程を編

成し、実施し、評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立していま

すか（中学校：項目 17） 

  ・小学校１００．０％（三重県９５．５％、全国９４．９％） 

  ・中学校１００．０％（三重県９０．５％、全国９３．１％） 

 

 ■各小中学校とも業務改善に取り組んでいる。近年、働き方改革が叫ばれているが、特 

に学校では業務改善に取り組み、教職員がゆとりをもって児童・生徒に向かうことが 

大切となる。その意味でも、業務改善の取組は大切である。また、ＰＤＣＡサイクル 

による取組は、三重県型学校経営品質の取組が行われており、各校とも確立されてき 

ている。 
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（９）調査結果の取扱い 

 【学校質問紙】 

 ◇項目 31：平成２９年度全国学力・学習状況調査の自校の分析結果について、調査対象

学年・教科だけではなく、学校全体で教育活動を改善するために活用しまし

たか（中学校：項目 30） 

      （「よく行った」「行った」と回答した割合） 

  ・小学校 ７５．０％（三重県９８．４％、全国９７．６％） 

  ・中学校１００．０％（三重県９７．５％、全国９６．１％） 

 

 ◇項目 32：平成２９年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について、保護者や地域

の人たちに対して公表や説明を行いましたか。（学校のホームページや学校だ

より等への掲載、保護者会等での説明を含む）（中学校：項目 31） 

      （「よく行った」「行った」と回答した割合） 

  ・小学校１００．０％（三重県９７．８％、全国９２．３％） 

  ・中学校１００．０％（三重県９６．８％、全国８８．５％） 

 

 ◇項目 33:全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体における独自の学力調査の結

果と併せて分析し、具体的な教育指導の改善や指導計画等への反映を行って

いますか。（中学校：項目 32） 

（「よく行った」「どちらかといえば、行っている」と回答した割合） 

  ・小学校１００．０％（三重県９７．７％、全国９５．４％） 

  ・中学校１００．０％（三重県９６．９％、全国９１．８％） 

 

 ■「調査結果の取扱い」については、小中学校とも全ての項目でほぼ取り組んでいます。

できていないところは、今後どのようにすればよいか話し合っていきます。 
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３ 大台町におけるこれまでの取り組みと成果と課題 
 (1) これまでの取り組み 
 ○「大台町学校教育の方針」の策定と各学校での具体化した取り組み。 
 ○大台町小中学校連携教育推進事業の中で、学力向上推進委員会主催によ

る全体研修会の開催 
 ○学力向上推進委員会における、ＣＲＴ（学力標準検査）の分析結果や 
  学力向上の取り組みの交流。 
 ○多気郡学力向上推進会議における講師を招聘しての研修会の開催と実 

践交流。 
○指導主事による学校訪問と授業研究・事前事後検討会における指導・助

言。 
  ○学校図書館・室の充実のため、町図書館司書を派遣。 
  ○町の図書館司書と連携した資質向上の取り組み。 
  
(2) 成果と課題 
 【教科に関する調査より】 

 ① 各教科の平均正答率と無回答率の状況 
  ○小学校は国語Ａは全国平均と同等の数値を示しています。国語Ｂと理

科については全国平均よりやや低い数値を示しています。算数Ａと算
数Ｂに関しては全国平均より低い数値を示しています。 
中学校は、国語Ａと理科は全国平均よりやや高い数値を示しています。
国語Ｂは同等の力を示しています。数学ＡとＢは、全国平均より高い
低い数値を示しています。 
 

  ○無回答率が、全国に比べて高くなっています。 
   ・小国Ａ…大台町 ２．０５％（県２．９８％、全国３．５１％） 
   ・小国Ｂ…大台町 ６．０２％（県３．８９％、全国３．７６％） 
   ・小算Ａ…大台町 ３．４３％（県２．０３％、全国２．４８％） 
   ・小算Ｂ…大台町１２．１９％（県８．２６％、全国７．９３％） 
   ・小理 …大台町 １．４４％（県１．２３％、全国１．１４％） 
   ・中国Ａ…大台町 ３．６９％（県２．８９％、全国３．１５％） 
   ・中国Ｂ…大台町 ４．６４％（県３．０１％、全国３．０１％） 
  ・中数Ａ…大台町 ４．２４％（県２．８１％、全国３．２８％） 
  ・中数Ｂ…大台町１６．２５％（県１１．５５％、全国１２．６１％） 
  ・中理 …大台町 ５．８０％（県４．９６％、全国５．０４％） 

   小学校の国語Ａは、全国より低くなっていますが、ほかの全教科は小
中学校とも全国より高くなっています。昨年度までは、無回答率は全
国よりもほとんどの教科で低い状況にありましたが、本年度は全国平
均と同等かやや高い数値を示している教科においても、無回答率は高
くなっています。児童生徒の中に学力の差が生じていることを表して
いるものと考えます。補充学習等をさらに充実していく必要があると
考えます。 

 
  ② 設問別の正答率の状況（◇成果、◆課題） 
  〈小学校〉 
  ◇国語…日常生活で使われている慣用句の意味を理解し、使うことがで

きています。 
  ◇算数…１８０°の角の大きさについて理解することができています。 
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  ◇理科…２つの異なる方法の実験結果を分析して解釈することができて
います。 

  ◇国語・理科の記述式問題の正答率が、前回に比べ減少傾向にあるが、 
全国比でみると上回っています。 

◆国語…目的や意図に応じ、内容の中心を明確にして詳しく書くことが
できていません。 

  ◆算数…メモの情報とグラフを関連付け、総数や変化に着目しているこ
とを解釈し、それを記述することができていません。 

  ◆理科…実験結果を分析して考察し、その内容を記述することができて
いません。 

  ◆算数の記述式問題の正答率が前年に比べ大幅に改善されているものの、 
全国・県を下回っています。 

 
  〈中学校〉 
  ◇国語…古典の文章と現代語訳とを対応させて内容を捉えることができ

ています。 
  ◇数学…数直線上に示された負の整数を読み取ることができています。 
  ◇理科…地震と音の速さに関する知識を活用することができています。 
  ◇理科の記述式問題の正答率が前回に比べ上昇し、全国・県を上回って

います。 
  ◆国語…目的に応じて文章を読み、内容を整理して書くことができてい

ません。 
  ◆数学…一次関数の意味を理解することができていません。 
  ◆理科…植物を入れた容器の中の温度が高くなる蒸散以外の原因を指摘

することができていません。 
  ◆国語・数学の記述式の正答率が、前年に比べ伸びているものの、全国 

比でみると低くなっています。 
     
４ 児童生徒の学びの充実を図るための今後の取組 
 (1) わかる授業の推進 

①すべての児童生徒が、基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得できる
授業づくりを進めます。 

②「主体的・対話的で深い学び」の視点で授業改善を行い、思考力・判断
力・表現力を育む授業づくりを進めます。 

 ・問題解決的な学習の基本的な取り組み 
 ・他の考えを受け入れて、判断する力 
 ・目的や相手に応じて話したり、聞いたりする力 
 ・資料やグラフ・表を読み取る力 
 ・ＩＣＴ等を活用して資料を使って表現できる力 
 ・目的に応じて資料を読み、自分の考えを書いたり、理由が分かるよう

に書いたりする力 
 
③「見通す・振り返る活動」を重視した授業づくりを進めます。 
 ・めあての提示の工夫等、実生活における事象との関連を図った授業 
 ・補充的・発展的な学習指導の充実 
 ・振り返る活動について、その時間の確保に努め、学力定着につながる

あり方を工夫していくこと 
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(2) 研修の推進 
  ①習得・活用及び探求の学習過程を見通した指導方法の研修を充実させ、

学校の教育活動に学力向上のＰＤＣＡサイクルを無理なく位置づけま
す。 

  ②小中連携教育推進会議において、全国学力・学習状況調査、ＣＲＴ検査
の分析結果や、学力向上の取り組みの交流を継続することにより、各校
でのより有効な授業実践につなげます。 

 
 (3) 学習、生活習慣の改善 
  ①小中連携を推進し、家庭学習のあり方を検証し、学習時間とともに自主

的な学習習慣が身につくよう取り組みを引き続き行います。 
  ②世の中の出来事に興味・関心を持ち、進んで新聞を読む児童生徒を目ざ

して、家庭と連携して改善への取組を行っていきます。 
 


